
 

 

  



訓練定員　１５名

時　間（Ｈ）

1時間

時　間（Ｈ）

委 託 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム

対象レベル初級・中級・上級 訓練実施施設名： キャリア・アカデミー松阪駅前校

訓 練 科 名
 コース番号　30

就職先の
職　　務

訪問介護職員、施設介護職員
介護施設事務職員

介護福祉科

訓 練 期 間
３箇月

   令和 9年  2月  2日
 　  ～  令和 9年 4月 27日

訓 練 目 標

介護福祉業界での持続性のある安定した再就職（就職）です。
「介護職員初任者研修」の取得，「介護レクリエーション」「介護リハビリテーション」「介護に
おける食生活の基本スキル」を身に付け持続性のある安定した就労ができる人財育成を目標としま
す。

仕上がり像
基本介護スキル、介護レクリエーション、介護リハビリテーション、食生活の理解と介護スキルに
関する知識と技術の習得。また、セルフケア能力を身に付け新たな職場でも持続性のある安定した
就労ができる人財です。

取得目標資格 介護職員初任者研修 　  レクリエーション介護士2級 　   食生活アドバイザー2級

介護リテラシー
介護業界におけるリテラシー・デジタルリテラシーの概要とコニュニケーション
スキルの重要性

職業能力 スキル講習

自己理解、仕事理解、職業意識、職場内のコミュニケーション
問題解決思考、認知の歪み理解、アサーションの意義と役割
就職支援の履歴書・職務経歴書作成、面接指導
ジョブ・カード作成支援、キャリア・コンサルティング

150時間

介護の基本、介護・福祉サービスの理解と医療との連携

老化の理解、介護におけるコミュニケーション技術

認知症の理解、障がいの理解

こころとからだのしくみと生活支援技術

身体を痛めない介護術　専門職として「介護」を行うための、身体のつくり方・
使い方の基本、「身体の使い方の４原則」

学 科 訓　練　の　内　容

介護スキル講習

職務の理解、介護における尊厳の保持・自立支援

振り返り、修了評価試験及び対策

介護レクリエーションの意義と役割

介護スタッフの役割と介護事業所の種類 

介護におけるアンガーマネジメント・マインドフルネスの意義と役割  

介護におけるリハビリテーションの考え方

栄養と健康に関する知識、食文化と食習慣に関する知識

食品学、衛生管理に関する知識、食マーケットと社会生活に関する知識

訓練時間　総合計　324　時間（学科　204　時間、実技　120　時間）

主要な機器設備
（参考）

介護ベッド、簡易浴槽、杖、ポータブルトイレ、車椅子、食事介助用具一式、人体模型、
骨格模型、体温計、血圧計、スライディングシート、スライディングボード、ビデオDVDデッキ、
プロジェクタ

53時間

実 技 訓　練　の　内　容

介護実技演習

こころとからだのしくみと自立に向けた介護　（整容、移動・移乗、食事、入浴、
清潔保持、排泄、睡眠）実技演習

120時間

介護過程の基礎的理解、総合生活支援の演習

職場見学、職業人講話

レクリエーションの企画と計画、レクリエーションの実行と見直し、
介護におけるアンガーマネジメント演習

介護におけるマインドフルネスとアサーション演習 

介護における食生活演習

身体を痛めない介護術　
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